
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深掘りアイヌ ネイパル森 

アイヌの人たちの文化に触れ、理解を深める 

１ 事業のねらい 

  アイヌの芸術文化に触れる活動を
通して、アイヌの人たちの歴史・文
化について理解を深める。 

２ 事業の概要 

 ■期日 R5.8.19(土)～20(日) １泊２日 
■対象 高校生～大人 
■人数 10 名 
■場所 ネイパル森、函館市北方民族資料館 
■協力 函館市北方民族資料館 

３ プログラム 

      13:00 14:00                 16:30 17:30 18:00                 21:00    22:00 

8/19 
（土） 

受付 
移
動 

活動１【北方民族資料館】 
「北方民族資料館スペシャルツアー」 
（解説付き常設展示見学＋自由見学） 

移
動 

夕 
食 

活動２【ネイパル森】 
「資料館館長のココだけの話」 
（北方民族資料館館長 木戸 忍 氏） 

入浴 就寝 

 7:00 9:00                   11:50 12:00 

8/20 
(日) 

起床 
 

朝
食 

活動 3【ネイパル森】 
「アイヌ文様ワークショップ」 

（切り絵でアイヌ文様作成、エコバッグづくり） 

閉
会
式 

解散 

 

４ ねらいを達成するための活動の工夫 

 ■「アイヌ文様」に焦点を絞ったプログラム構成 
  ・歴史、工芸、踊りなど多くのジャンルの中で、今回は文様にテ

ーマを絞り込むことで、活動に一貫性を持たせ、より効果的に
内容を掘り下げることができるよう工夫した。 

 ■函館市北方民族資料館との連携 
  ・多くの収蔵点数を誇る同館と綿密な打ち合わせを行い、助言い

ただいた事柄をもとにプログラム内容をブラッシュアップし
た。また、同館館長を講師に招へいし、講話に加えてフリート
ークの時間も設けることで、参加者の知的好奇心を満たすこと
ができるよう工夫した。 

資料館での展示見学 

アイヌ文様を作成・色付け 

６ ねらいを踏まえた成果と課題 

 ●アンケートでは、「（講師との）双方向のコミュニケーシ
ョンの場が良かった」との声があり、活動の工夫により
参加者の満足度向上や、ねらいの達成に資することがで
きたと考える。 

 〇大人に対する効果的な広報手段について課題が残る。積
極的な情報発信について、SNS の活用を検討する等、時
代に沿ったツールの選定が必要である。 

 

 より内容を深掘りするための

テーマの絞り込みや、講師と

の交流時間を設定。 

企画のポイント 

５ 事業の評価 

 
 
 
 
 
 
■参加者アンケートから、 
・「アイヌ文化の理解」に関する項目で、参加者全員が肯定的な評価を
した。 

・さらに学習を深めたいといった声が多く、参加者の学習意欲向上に 
資することができた。 
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詳しく知ることができた

また学びたいと思うか

とても思う 思う


